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	災害避難時の介護用ロボット活用技術��～高齢者福祉施設や病院の�新たな避難支援技術を開発します～
	概　要
	介護用ロボットを使った避難実験の例
	スライド番号 4
	建研研究開発課題「センサやロボット技術を活用した高度な火災安全性の確保に向けた技術開発（令和元年～3年度）」

